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若者と地域をつなぐ
　　　　雪のボランティア

2月7日、夕張高校の生徒がゆうばり丘の上こども園で除雪ボランティアを
行いました。深い雪に覆われた園庭で、「どうすれば園児たちに楽しんでもらえ
るか」を考えながらスコップを動かし、迷路やかまくら、雪像づくりに挑戦しまし
た。若い力が地域を支え、その地域がまた若者を育てる、夕張ならではのあた
たかな循環が広がっています。
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今回の広報紙に
は、「夕張市内 医療
機関ガイド」を折り
込んでいます。市内
の医療機関の診療
科や受付時間の確
認などに、ご活用く
ださい。
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　令和7年度に実施した調査で、ご家庭から排出される一般ごみの中に資源物が19％含まれて
いることがわかりました。資源物は正しく出せばリサイクルされるものです。資源物には分別の
目安となるマークが記載されています。
　今回は、第１回目としてプラスチック製容器包装の正しい出し方を紹介します。

プラスチック製容器包装として出せるものには、左のマークがラベルなどに
表示されています。主に食料品や日用品などが入っていたプラスチック製の
容器・包装・緩衝材が該当します。

中身の固形物などがとれるまですすいでください。
※中身をすすいでも内容物などが取れない場合は、「一般

ごみ」の日に夕張市指定ごみ袋に入れてお出しください。

※ごみ分別辞典を参照いただき、種類ごとに内容物、付着物を洗い流し、乾かして出すように
お願いします。

きれいに洗ったものは、
透明または半透明の袋
に入れ、各収集地区の収
集日にお出しください。

カップ麺、マヨネーズ、歯磨き粉、果物ネット、ペットボトルのラベル、大型発泡スチロールな
どがあります。

●プラスチック製容器包装として出せるもの

●プラスチック製容器包装の具体例

●主な出し方

上記のもの以外には…

次回は、空き缶・空きビン・ペットボトルの正しい出し方を紹介します。

洗剤・芳香剤・油などの容器 柄物・色物トレイと白色トレイ 商品を保護する緩衝材など

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108

広報ゆうばり　2026年3月号 ２



ҋஐǄ۠࠰ҮǄࢅ਻ǕǨफӡƭǔƯ

ਹસƪǕǄ࢚ࢳ඾වǁƺƚƼïຘ୷ð

　当市では、平成27年7月に供用開始した汚泥再生処理センターの下水処理工程でリン（ヒドロ
キシアパタイト：HAP）を回収し、肥料として資源化する取組みを行っています。
　今月は、資源化の取組みを、次号では肥料配布について紹介します。

　当市では、下水道を全域に整備することが難しいため、清水沢以南では汲取り、簡易水栓、浄
化槽を利用しています。家庭から排出されたし尿、浄化槽汚泥は汚泥再生処理センターに運ば
れ、適正に処理されています。
　この処理工程で、リンを回収し肥料化したものが、副産肥料「ゆうばりん」です。
　「ゆうばりん」は、農林水産大臣に登録された肥料で、毎年、肥料成分と重金属の含有量を確認
し、有効性と安全性を確認しています。

　現在、安定的に生産できる体制になりましたので、生産した肥料の配布を検討しています。配
布時期など詳細は広報ゆうばり4月号で掲載予定です。

　これまで年２回（5月・10月）行っていた粗大ご
みの収集ですが、市民の皆様からのご意見を踏
まえ、通年での収集に切り換える予定です。
　詳細が決まり次第、広報ゆうばりでお知らせし
ます。

●副産肥料「ゆうばりん」

回収リン
［HAP］

●く溶性りん酸30％以上、含水率10％未満の粒状
のもの

●主に果実類（リンゴなど）、果菜類（ナス、トマトな
ど）、花卉類（チューリップ、ユリなど）といった植
物の根の伸長、果実の肥大に効果があります。

　リンは作物の生育に必要な三要素のひとつです。
　ゆうばりん単体では、安定した作物の収穫をするこ
とは難しいため、堆肥や石灰を組み合わせて使用する
ことで効果を最大限引き出すことができます。

ゆうばりんの特徴

【注意】

広報ゆうばり　2026年3月号３



夕張市立診療所ニュース
2026年

vol.189
３月

☎（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

健康長寿プロジェクト　ご来場ありがとうございました！
　2月4日、市立診療所待合ホールにて第12回健康長寿プロジ
ェクトを開催しました。今回は東苗穂にじいろ歯科クリニック
院長の松原光代先生から「食べるをささえる最後まで」と題
し、夕張豊生会が行っている「食べる」を支える訪問サービス
などについてお話しいただきました。今回も多くの方にご来
場いただきありがとうございました。

今年度の特定健診は
お済みですか？

　今年度の特定健診受診券の有効期限は2026年3月31日までです。特定健診は生活習慣
病予防のためのメタボリックシンドロームに着目した健診です。ご希望の方は事前に市立診
療所までご予約をお願いいたします。

　こじか保育園では、海外からの短期留学児童の受け入れを開
始しました。ご家族で夕張に滞在され、保護者の方がお仕事な
どをされている間にお子様は在園児と一緒に雪遊びを満喫。
今年はすでに台湾とシンガポールのお子様が里山保育を体験
してくれました。在園児にとってもこの異文化交流は大変貴重
な経験となりました。今後も様々な国のご家庭に夕張に来てい
ただき夕張の自然を体験していただければと思います。

３月外来診療体制
月 火 水 木 金

総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八田 または 保屋野

－－

－

訪問歯科のため休診

訪問歯科のため休診

諌山・出張医

出張医

久　原

久　原

諌山・髙野

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（６・13・27日）

循環器内科
（４・18日）

泌尿器科 ※予約不要
（３・10・17・24・31日）

八田（２・16・30日）
※９・23日休診(訪問歯科)

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八田 または 保屋野

諌山 または 松島

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（６・13・27日）

整形外科 ※予約不要
（３・10・17・24・31日）

整形外科 ※予約不要
（１8日）

整形外科 ※予約不要
（５・12・19・26日）

婦人科
（５・12・19・26日）

八田（２・16・30日）
※９・23日休診(訪問歯科)

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。　※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

諌山 または 松島

もの忘れ外科
（９・23日）

【お知らせ】
※もの忘れ外来は3月23日で終了となります。

〇健康診断実施日時 … 月曜、水曜　13時～
※特定健診のほか入職時健診、一般健診なども可能です。

留学児童受け入れ開始

こじか保育園だより

★園の様子はFacebookで公開しています。
　ぜひご覧ください。

★見学受付中！★
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 高額介護合算療養費について ～

■ 高額介護合算療養費とは

○医療費、または介護サービス費の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
○基準額を超える額が５００円以下の場合は、支給の対象となりません。

◆ 基準額表

世帯で1年間（8月1日～翌年7月31日）の医療費と介護サービス費の両方の自己負担額を合算し
て、基準額（世帯の限度額）を超えた場合には、申請により、その超えた額が支給されます。

◆ 対象の方には3月下旬頃申請書が届きます
高額介護合算療養費の支給対象となった方には、３月下旬頃申請書が届きますので、市窓口ま

たは郵送にて申請をお願いします。

【申請に必要なもの】
〇高額介護合算療養費等支給申請書兼自己負担額証明書交付申請書
〇口座情報（本人以外の口座に振り込む場合は委任状が必要になります）

※１
※２

世帯全員が住民税非課税で区Ⅰに該当しない方
世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金控除は80万円を適用。給与所得がある
場合、その金額から10万円を控除）、または老齢福祉年金を受給している方

問合せ先

市健康保険係
１階 ②窓口
☎52－3105

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060－0062

札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館内
☎011－290ー5601

負担割合 区　　　　　　分 基準額（世帯の限度額）
212万円

現役並み所得者 141万円
67万円

一　  　　　 般
56万円

一定以上所得者

31万円
19万円

３　割

１　割 区分Ⅱ（※1）
区分Ⅰ（※2）

現　役　Ⅲ
現　役　Ⅱ
現　役　Ⅰ
一　般　Ⅱ
一　般　Ⅰ

住民税非課税世帯

２　割

広報ゆうばり　2026年3月号５
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

ゆうばりアーカイブ・2026冬
『記録映像を改めて注目する』

夕張や全国の産炭地の映像などを通して、過去を振り返ります。
今だからわかる発見がたくさんありますので、ぜひご参加ください。

と き
と こ ろ
内 容

参 加 費
申 込
主 催
問合せ先

令和8年3月7日（土）　午前10時～午後3時
拠点複合施設りすた　多目的室1・２
1902（大正2）年に撮影された『三井家北海道旅行（夕張・登川炭鉱）』の他、戦前の北炭夕張炭鉱の紹
介映像や戦後直後の夕張のPR映像、8㎜フィルムで撮影された個人映像などから、夕張市の歩みを紹
介します。
無料
不要
夕張地域史調査室・夕張市教育委員会
市社会教育係　☎57－7711

11月開催時の様子

『スピーチ』　まさき としか/著　幻冬舎

・イオラと地上に散らばる光（安檀美緒）　・炭鉱の闇（鎌田慧）　・成瀬は都を駆け抜ける（宮島未奈）
・職分（今野敏）　・曉星（湊かなえ）　・高宮麻綾の退職願（城戸川りょう）　・ひきこもり家族（染井為人）
・エピクロスの処方箋（夏川草介）

【絵本】
・大根はエライ（久住昌之）　・ゴリラさんだめです（キューライス）

☆新しく入った本

　札幌・豊平川の川岸で、黒い粘着テープで目を塞がれた女性の絞殺死体が発見され
た。同様の犯行手口を手がかりに、8年前の未解決事件との関連も視野に捜査は進む。
ある日捜査本部に「犯人は私の息子だ」、と犯行の一部始終を綴った母親の手記が届
く。犯人の目的は何なのか、子を思う歪んだ母の愛は、真実を語っているのか。

新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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　物価高騰による経済的負担の軽減、消費需要の下支えおよび地域経済の活
性化を図ることを目的に、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を
活用し「夕張市プレミアムチケット事業」を実施します。

　チケットの販売は４月頃を予定していますので、対
象者には順次、申請書をお送りします。

◆問合せ先
　市商工観光係 ☎52－3128
　夕張市プレミアムチケット事務局
　（夕張商工会議所） ☎52－3266

「幸福の黄色いハンカチ基金助成事業」と
　　　　　「夕張市体育協会助成事業」の募集令和8年度

※本事業は令和８年度予算が議決された場合に事業実施が可能となることをご了承ください。

幸福の黄色いハンカチ基金助成事業 夕張市体育協会助成事業

申込期間

対　　象

助成金上限

3月2日（月）～16日（月）

市民が主体となる団体が行う、地域活
動について助成を行います。

市民が主体となる団体が行う、継続性
のあるスポーツ関連事業について助成
を行います。

40万円(大型イベント事業)
30万円(大型イベント以外の事業)
※対象事業や助成上限額の詳細は、助

成の手引きをご覧ください。

20万円

申込方法
・所定の申請様式に必要事項を記載のうえ、提出してください(郵送可)。
・申請書類と助成の手引きは、市ホームページからダウンロードしてください。
・書類、事業内容の聞き取りにより審査します。

申込み
問合せ先

〒068-0492
夕張市本町4丁目2番地
　　夕張市役所地域振興課
　　　　　　　　　☎52－3141

〒068-0425
夕張市若菜2番地
　　夕張市体育協会
　　　　　　　　☎56－6046
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講師の小島加奈子さんの作品「とーぼくばあさん」の絵
本の読み聞かせから発想を得て、子どもも大人もみん
なで自由に描きました。

色水を混ぜて、色の変化の過
程を楽しみながらスライム作り
を楽しみました。均等に混ぜ
るのに苦労する姿もありました
が、親子で力を合わせて完成
させました。

バンダナをつけて気持ちからパティシエになりきり、みん
なで楽しくケーキの形の小物入れを作りました。かわいい
パーツがたくさんあり、どれをのせようか悩む時間も楽し
いひとときとなりました。

発泡スチロールが油性マジックで溶ける性質を利用して
スタンプ作りをしました。また、ミニきんちゃくに自分で作
ったスタンプをポンポン押した、オリジナルの作品もでき
ました。

「おやこで楽しむおはなしかい」や小学生のりすた立ち寄り
事業「りすたクラブ」など、ゆうばりっこひろばは、いつも子
どもたちの笑顔であふれています。

@yubarikko @yubarikko

問合せ先
　市子ども・子育て支援係　☎５７－７５８２

　親子のふれあいや子育て世帯の交流の機会を増やすことを目的として、令和３年度から〝ゆうばりっこ
ひろば”で様 な々子育て支援事業を行っています。事業の告知や報告、ゆうばりっこひろばでの活動につ
いては、ゆうばりっこページに掲載されていますのでぜひご覧ください。

ゆうばりっこひろばだより

ॽࠑƽƵǄƭǖӷ෻ǄƠƞơƣȸáǸȀȰȌȠ फ़জƽຒǒƜÏǴȲȞȴȂȲǭȩߏǠ

ȂȈȼȠȦȼȌ��
ǳȳȁȓȴȂȈȼȠƽȨȔƣǩƷǙƥǨߏǣƜ

൭ƽȚáȍǨƺƥǡࡈ
ȐǼȵáȀȰȼǺáǶƻƥǠ

ƳǄએǁǘé ゆうばりっこページ
Facebook Instagram
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地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています

令和８年３月吉日

夕張市生活支援コーディネーター　谷口・山田
社会福祉協議会内（☎56－6004） よりぬき

みんなで

第 号８７
地

1/13㈫ 書道教室より講師を
招き、アート書道を行いまし
た。地域の高齢者も参加し、
それぞれ思い思いの作品を
作りました。皆さん楽しそう
に素晴らしい作品を書き上
げていました。

োজ Ëૅ޻ࢀԧఁÆহશփܗ໧

1/23㈮ 大昭クラブ（鹿の谷生活
館）、１/27㈫ 新生クラブ（紅葉山
新生クラブハウス）の新年会が開
催され、みなさん豪華な食事と飲
み物で談笑を楽しみ、新年を祝い
ました。

ཎ঄ǸȲȟÆ८ౖӢ

3月は沼ノ沢農業研修センターで毎月
第２.・4金曜日に活動する沼ノ沢長寿
会をご紹介します。第２週目は市の介
護事業、４週目は茶話会を楽しみ、誕生
会は外食をしてお祝いをします。

Ӣࢳ ËࣥǾȶȼԷ௹फӡ
छȗૅÆ୆࢔Ӣ
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広報ゆうばり

内内容 日日時 所場所 対対象 定定員 料料金 申申込 　電話 〆締切 他

他

内

日
所

　

その他

催  し

「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

雪と遊ぼう！3月の外遊びは
冒険がいっぱい。

3月6日（金）9：30～11：00
こじか保育園
Facebookで保育の様子や

園開放の詳細、また夕張豊生会
のホームページで保
育園のページがご
覧いただけます。

57－7660

こじか保育園
園開放のお知らせ

高
齢
者
と
薬
に
つ
い
て

※
夕
張
市
立
診
療
所
の
池
元
薬
剤
師

に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
正
月
に
新
し
い
手
帳
を
眺
め
て
い

た
ら
、来
年
は
自
分
も
還
暦
だ
と
知
ら

さ
れ
て
…
。だ
ん
だ
ん
と
他
人
事
で
も

な
い
の
で
す
が
、今
回
は
高
齢
者
の
服

薬
に
つ
い
て
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
、薬
が
ち
ゃ
ん
と
飲
め
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
、関
わ
り
を
も
っ
た
方
が

い
た
の
で
す
が
、指
導
を
す
る
う
ち
に

薬
が
ち
ゃ
ん
と
飲
め
な
い
の
で
は
な
く

て
、そ
も
そ
も『
ち
ゃ
ん
と
飲
も
う
と
し

て
い
な
い
！
』と
わ
か
って
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は『
服
薬
拒
否
』と
いっ
て
、高

齢
者
が
ち
ゃ
ん
と
薬
が
飲
め
な
い
隠
れ

た
理
由
の一つ
な
の
で
す
。

服
薬
拒
否
の
原
因

①
薬
の
必
要
性
が
わ
か
って
い
な
い　

　

病
気
の
自
覚
や
記
憶
が
薄
く
な

り
何
の
た
め
に
飲
ん
で
い
る
か
わ
か

ら
な
い
。

　

こ
れ
は
何
と
な
く
想
像
が
つ
く

と
思
い
ま
す
が
訳
の
分
か
ら
な
い
も

の
を
飲
め
飲
め
と
言
わ
れ
る
と
、毒

で
も
盛
ら
れ
て
い
る
気
持
ち
に
な
る

も
の
で
す
。服
薬
の
た
び
に
根
気
強

い
薬
の
説
明
が
必
要
で
し
ょ
う
。

②
薬
が
飲
み
込
み
に
く
い

　

飲
み
込
む
力
が
低
下
し
て
薬
が

う
ま
く
飲
め
な
く
て
拒
否
し
て
い

る
場
合
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

咳
払
い
や
む
せ
な
ど
服
用
後
の

様
子
見
が
重
要
で
す
、ま
た
薬
に
よ

って
は
口
の
中
で
溶
け
る
も
の
や
、水

と一
緒
に
飲
む
こ
と
が
で
き
る
液
剤

も
あ
り
ま
す
の
で
、薬
局
で
相
談
し

て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

③
副
作
用
が
出
て
い
る

　

実
は
薬
を
飲
む
と
具
合
が
悪
く

な
る
と
い
う
理
由
で
服
薬
拒
否
を

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
せ
飲
み
た
く
な
い
だ
け
だ
ろ

う
、な
ど
と
決
め
つ
け
ず
本
人
の
訴

え
を
よ
く
聞
き
取
り
、医
師
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。高
齢
者
は

代
謝
が
衰
え
、腎
臓
な
ど
の
機
能
が

落
ち
て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
薬
の

副
作
用
が
出
や
す
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、様
々
な
病
気
に
か

か
り
や
す
く
な
り
、複
数
の
薬
を
服
用

す
る
機
会
が
ふ
え
て
き
ま
す
。

　

実
際
ほ
と
ん
ど
の
高
齢
者
が
6
種

類
以
上
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

複
数
の
病
気
を
持
つ
方
が
増
え
、複

数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
で
、

薬
の
種
類
も
量
も
増
え
何
が
な
ん
だ

か
分
か
ら
な
く
な
って
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、一つ
の「
か
か
り
つ
け
薬
局
」を

持
つ
こ
と
で
、あ
な
た
の
薬
の
履
歴
を

管
理
し
て
も
ら
い
、薬
の
重
複
や
良
く

な
い
飲
み
合
わ
せ
を
防
ぐ
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

薬
は
、皆
様
の
健
康
を
支
え
る
大
切

な
味
方
で
す
。医
師
や
薬
剤
師
と
積

極
的
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
を
心
が
け
、安
全
に
正
し
く
薬
を
使

用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夕
張
市
立
診
療
所　

薬
剤
師　

池
元　

洋
平

内

日
所

　

催 し

家庭で不要になった子ども
用品【おさがり】を、次の家庭に
めぐらせるイベントです。おさが
りの提供・持ち帰り（無料）がで
きます。卒業・進級の春、制服や
学用品も大歓迎です!みんなで
つくろう、おさがりのわ!!

3月16日(月)～31日(火)
拠点複合施設りすた
待合交流スペース
090-4489-8454
(高野)

『めぐる！おさがり
2026春』のお知らせ

「広報ゆうばり かわら版」
掲載募集

　掲載を希望する方は、掲載希
望月の前々月20日から前月5
日までに申込書を提出してく
ださい（必着）。
　申込書と掲載ルールは市ホ
ームページ、市総務係、南支所、
ふれあいサロンで掲載・配布し
ています。
提出・問合せ先

市総務係 52－3170
夕張市本町４丁目２番地
　　　　　 （４階42番窓口）
ybrsom@city.yubari.lg.jp
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を

　
　
　
　
　

 

募
集
し
ま
す

　
　
　
（
第
１
回
一
般
公
募
）

令
和
７
年
度

　

冬
期
生
活
特
別
支
援
金

　
　
　
　
　

給
付
に
つ
い
て

入
居
資
格

　

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
、地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
。ま

た
、既
に
市・道
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
で
、お
風
呂
が
な
い
方
や
世
帯
員

が
増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な
事
情
が

あ
り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た
す
方
。

応
募
期
間　

３
月
２
日
〜
12
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
日
を
除
く
）

申
込
方
法

　

市
役
所
３
階
建
築
住
宅
係
、夕
張

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
南
支

所
に
、関
係
書
類（
申
込
用
紙
、印
鑑
、

入
居
者
全
員
分
の
住
民
票
と
収
入
証

明
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま

す（
３
月
12
日
必
着
）。

　

応
募
者
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は

抽
選（
３
月
13
日
予
定
）で
決
定
し
ま

す
。

　

当
選
者
は
、入
居
資
格
審
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

 

☎
57
―
7
5
9
3

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
3
1
1
9

　

エ
ネ
ル
ギ
ー・
食
料
品
価
格
な
ど
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市

民
を
支
援
す
る
た
め
、国
の「
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」を
活
用
し
、低
所
得
世
帯
に
冬

期
間
の
原
油
価
格
の
上
昇
に
対
す
る

特
別
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
対
象
世
帯　

令
和
７
年
度
の
個

人
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

支
給
額　

１
世
帯
あ
た
り
１
万
円

※
令
和
８
年
１
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
が
対

象
で
す
。

※
令
和
７
年
１
月
２
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
民
登
録
の
な
い
方
や
、未
申

告
者
の
い
る
世
帯
は
、給
付
要
件
の

税
情
報
が
確
認
で
き
な
い
た
め
現

在
支
給
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、市・道
民
税
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
支
給
対
象
世
帯
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

支
給
対
象
世
帯
に
は
、１
月
下
旬
か

ら
世
帯
主
宛
て
に
案
内
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
１
月
２
日
以
降
に
市・道

民
税
申
告
書
を
提
出
し
て
新
た
に
非

課
税
と
な
っ
た
世
帯
は
支
給
対
象
世
帯

に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、新

た
に
市
へ
支
援
金
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
書
類
が
必
要
な
方
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、本
給
付
金
の
支
給
対
象
か
否
か
に

つ
い
て
、個
別
で
の
回
答
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

申
請
期
限　

３
月
27
日（
金
）

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

・
夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

・
夕
張
市
が
支
給
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

 

☎
52
―
1
0
5
9

募　　集　　枠 種　別 地　区 住　棟 間　取 階情報 戸 数

2人以上世帯枠※３

収入の基準を超える世帯枠※４

※1）
※2）
※3）
※4）

募集住戸および募集枠については変更する場合があります。
階情報に（ｴ）が付いているものは、エレベータ付の住宅です。
２人以上世帯枠に申し込みをお考えの方は事前にご相談ください。
収入の基準を超える枠の住宅には政令で定める収入基準を満たす方は申し込みできません。

一般世帯枠
住宅に困っている方対象

改 良
改 良
改 良
改 良
改 良
改 良
改 良
公 営
公 営
公 営
賃 貸
賃 貸

末 広
末 広
末 広
平 和
宮 前
宮 前
宮 前
南 清 4
南 清 1
南 清 1
宮 前
宮 前

恵 1
恵 1
恵 3
和 4
泉 9
泉 11
泉 12
D49-１
歩 2
歩 5
憩 1
憩 2

２ L D K
３ L D K
２ D K
２ D K
１ L D K
１ L D K
１ L D K
３ D K
２ L D K
２ L D K
２ L D K
２ L D K

１階（ｴ）
１階（ｴ）
４階（ｴ）

１階
１階
１階
１階
２階
１階
１階

４階（ｴ）
５階（ｴ）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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施
設
園
芸
暑
熱
対
策

　

緊
急
支
援
事
業
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
か
ら

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

　
　
　
　
　

が
始
ま
り
ま
す

一
時
預
か
り
事
業

　

（
余
裕
活
用
型
）
を

　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す

　

生
産
資
材
な
ど
の
経
営
コ
ス
ト
が
増

加
す
る
中
、施
設
園
芸
に
お
け
る
暑
熱

対
策
を
図
る
た
め
、被
覆
資
材
を
導
入

す
る
農
業
生
産
者
に
、国
の「
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」を
活
用
し
、補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。交
付
を
受
け
る
に
は
交
付
申

請
と
実
績
報
告
が
必
要
で
す
。

給
付
対
象　

市
内
で
農
業
生
産
す
る

販
売
農
家
な
ど

給
付
要
件　

次
の
①
か
ら
⑤
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
こ
と
が
給
付
の
要
件
に
な

り
ま
す
。

①
令
和
６
年
農
業
収
入（
法
人
の
場

合
は
令
和
６
事
業
年
度
の
売
上
）が

50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

②
今
後
も
引
き
続
き
、農
業
生
産
を

継
続
す
る
意
欲
が
あ
る
こ
と

③
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員
な
ど
で

な
い
こ
と

⑤
法
令
・
公
序
良
俗
に
反
し
て
い
な
い

こ
と

補
助
金
額　

農
業
収
入
な
ど
に
よ
り

補
助
額
の
上
限
が
異
な
り
ま
す
。

・
令
和
６
年
農
業
収
入
ま
た
は
令
和

６
事
業
年
度
の
売
上
が
１
５
０
０

万
円
未
満
の
販
売
農
家
な
ど
は
15

万
円
を
上
限
。

・
令
和
６
年
農
業
収
入
ま
た
は
令
和

６
事
業
年
度
の
売
上
が
１
５
０
０

万
円
以
上
の
販
売
農
家
な
ど
は
10

万
円
を
上
限
。

交
付
申
請　

被
覆
資
材
の
申
込
み
、

導
入
前
に
交
付
申
請
書
な
ど
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

３
月
19
日（
木
）

実
績
報
告　

被
覆
資
材
の
導
入
後
、

実
績
報
告
書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

書
類
を
確
認
後
、補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

そ
の
他　

交
付
申
請
書
と
実
績
報
告

書
は
、市
農
林
係
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
請・実
績
報
告・問
合
せ
先

市
農
林
係 

☎
52
―
3
1
2
4

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」は
、全

て
の
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
良
質

な
成
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

全
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
多
様
な

働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
ら

な
い
形
で
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

０
歳
６
か
月
以
上
３
歳
未
満
の
子

ど
も
が
、月
10
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で

保
護
者
の
就
労
条
件
を
問
わ
ず
保
育

所
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
象
児
童

・
夕
張
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

　

認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
認
可
保
育

所
で
、定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限

り
、保
育
園
な
ど
を
利
用
し
て
い
な
い

家
庭
の
保
護
者
の
短
期
的
な
就
労
、傷

病
や
冠
婚
葬
祭
、私
的
な
理
由
な
ど
に

よ
る
子
ど
も
の一
時
預
か
り
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
児
童　

保
育
園
な
ど
を
利
用
し

て
い
な
い
満
１
歳
か
ら
就
学
前
で
、一
時

的
に
保
育
の
必
要
が
あ
る
児
童

実
施
施
設

　

ゆ
う
ば
り
丘
の
上
こ
ど
も
園

　

沼
ノ
沢
保
育
園

利
用
期
間　

月
曜
日
〜
土
曜
日

（
保
育
園
の
都
合
で
休
み
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

利
用
限
度　

月
10
日
以
内

理
由
別
限
度

・
短
期
的
な
就
労
な
ど 

月
10
日
以
内

・
傷
病
や
冠
婚
葬
祭
な
ど月

７
日
以
内

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
私
的
理
由

月
３
日
以
内

※
市
外
居
住
者
で
市
内
の
祖
父
母
宅

で
里
帰
り
出
産
を
さ
れ
る
方
は
、事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

利
用
方
法　

事
前
に
登
録
申
請
、利

用
申
請
が
必
要
で
す
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
申
請
書
は
、拠
点
複
合
施
設
り
す

た
内
市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係
で
配

布
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
な
ど

・
利
用
日
時
点
で
０
歳
６
か
月
か
ら

３
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、企
業
主

導
型
保
育
事
業
な
ど
に
通
園
し
て

い
な
い
こ
と

実
施
施
設

・
ゆ
う
ば
り
丘
の
上
こ
ど
も
園

・
沼
ノ
沢
保
育
園

事
業
開
始
日　

令
和
８
年
４
月
１
日

利
用
可
能
時
間
数

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
10
時
間
ま

で（
施
設
の
都
合
に
よ
り
利
用
で
き
な

い
日
も
あ
り
ま
す
）

利
用
料
金（
予
定
）

　

１
時
間
３
０
０
円
＋
諸
経
費

利
用
方
法

　

利
用
す
る
た
め
に
は
、事
前
に
市
か

ら
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
、市
子
ど
も・子
育
て
支

援
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係

 

☎
57
―
7
5
8
2

※
年
齢
区
分
は
、令
和
８
年
４
月
１
日

時
点
の
満
年
齢
と
な
り
ま
す
。

※
満
１
歳
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。４
月

１
日
時
点
で
０
歳
の
場
合
は
、１・２

歳
児
の
料
金
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係

 

☎
57
―
7
5
8
2

１・２歳児

生活保護世帯

市民税非課税世帯

その他の世帯

希望者のみ

区　　分
４時間以内

0円0円

2,000円1,000円

3,000円1,500円

給食・おやつ代　300円（白米またはパン持参）

0円0円

1,400円700円

2,000円1,000円

３歳児以上
４時間超
(１日) ４時間以内 ４時間超

（１日）
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デ
ジ
タ
ル
広
報
紙

　
　
　
　
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」

　

〜
犬
猫
た
ち
と
新
し
い

　
　
　

家
族
の
架
け
橋
へ
〜

水
道
の
閉
開
栓

　
　
　
　

手
続
き
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会

〜
も
し
も
の
た
め
に

　
　
　
　

知
っ
て
お
こ
う
〜

融
雪
に
よ
る

「
土
砂
災
害
」や「
な
だ
れ
」

　
　
　
　

  

な
ど
に
注
意
！

農
業
委
員
お
よ
び

　
　

農
地
利
用
最
適
化

  

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

幅
広
い
世
代
の
方
が
ス
マ
ホ
を
使
わ

れ
る
中
、ス
マ
ホ
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末

で
よ
り
見
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
広
報
紙

「
ほ
っ
か
い
ど
う
」が
昨
年
９
月
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と一緒
に
、道
内
で

起
き
て
い
る
出
来
事
を
分
か
り
や
す

く
お
届
け
し
ま
す
。

　

引
越
し
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
開

始
す
る
と
き
や
出
張・入
院
な
ど
で
長

期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、住

民
票
の
手
続
き
と
は
別
に
水
道
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　

使
用
開
始
の
届
出
が
な
い
場
合
、水

道
メ
ー
タ
ー
が
動
い
て
い
る
と
漏
水
と

判
断
し
て
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

使
用
停
止
の
場
合
は
、必
ず
水
落
し

を
行
い
、屋
外
に
あ
る
止
水
栓
止
め
を

行
って
く
だ
さ
い
。老
朽
化
や
厳
冬
期
の

凍
結
な
ど
で
宅
内
の
給
水
管
の
破
損
に

よ
り
漏
水
が
発
生
し
、水
道
料
金
が
高

額
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。給
水

管
か
ら
漏
水
が
発
生
し
た
場
合
の
水
道

料
金
な
ど
は
利
用
者
へ
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、停
止
の
届
出
が
な
い
場
合
、『
水

道
を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
』基
本
料

金
が
か
か
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
止
水
栓
止
め
や
給
水
管
の
工
事
を

行
う
場
合
は
、市
で
定
め
る
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。適
切
な
水
道
利
用
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す（
指
定
事

業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）。

　

日
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
つ

知
識
を
学
び
、充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、「
日
ご
ろ
の
災
害
に
対
す

る
備
え
に
つい
て
」で
す
。

　

過
去
の
災
害
に
つ
い
て
の
講
話
を
行

い
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
し
ま
す
。

　

実
演
で
は
、非
常
用
持
ち
出
し
リ
ュ

ッ
ク
や
、簡
易
担
架
の
紹
介
を
し
な
が

ら
、参
加
者
の
皆
様
に
よ
る
実
践
練
習

も
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ

れ
て
い
る
方
、ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
！
も
し
も
の
た
め
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

３
月
11
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

所　

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
老
人
福
祉
会
館
内 
集
会
室
）

参
加
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

参
加
費　

無
料

講　

師

北
海
道
札
幌
方
面
栗
山
警
察
署

　

防
災
担
当

高
橋
英
憲
様
・
田
中
俊
光
様

　

冬
の
厳
し
い
寒
さ
が
や
わ
ら
ぎ
、

徐
々
に
気
温
も
高
く
な
っ
て
く
る
季
節

と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、山
間
部
や
山

沿
い
で
は
ま
だ
多
く
の
雪
が
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、融
雪
に
よ
る「
土
砂
災

害
」や「
な
だ
れ
」な
ど
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

急
な
気
温
上
昇
に
よ
って
雪
解
け
が

進
み
、そ
こ
に
雨
が
伴
う
と
雪
解
け
水

や
雨
が
地
面
と
積
雪
の
間
に
た
ま
り
、

山
の
斜
面
や
雪
の
多
い
傾
斜
地
で
な
だ

れ
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
た
り
、地
中

へ
染
み
込
む
こ
と
に
よ
って
傾
斜
地
で
の

土
砂
崩
れ
も
起
こ
り
や
す
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。さ
ら
に
、低
い
土
地
の
浸
水
や

道
路
の
冠
水
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

気
象
台
で
は
、融
雪
に
よ
る
土
砂
災

害
や
浸
水
害
、な
だ
れ
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、「
融
雪
注
意

報
」、「
な
だ
れ
注
意
報
」な
ど
を
発
表

し
、注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。 

お

出
か
け
の
際
に
は
、最
新
の
気
象
情
報

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

農
業
に
関
す
る
識
見
を

お
持
ち
で
、委
員
と
し
て
の
職
務
を
適

切
に
行
え
る
方

※
原
則
、市
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

募
集
人
数

農
業
委
員 

７
人

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員 

５
人

各
委
員
の
任
期

　

７
月
20
日
か
ら
３
年
間

募
集
期
間　

３
月
３
日
〜
30
日

応
募
方
法　

推
薦
書
ま
た
は
応
募
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、市
農

業
委
員
会
事
務
局
に
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
書・応
募
申
込
書
は
、市
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
52
―
3
1
2
4

問
合
せ
先

　

市
上
下
水
道
課
庶
務
係・管
理
係

 

☎
52
―
3
1
5
2

お
客
様
セ
ン
タ
ー（
ゆ
う
ば
り
麗
水
㈱
）

 

☎
53
―
2
0
1
1

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

 

☎
53
―
4
1
2
1

◀政府広報オンライン
　雪崩から
　身を守るためには

気象庁ホームページ▶
警報・注意報　

デジタル広報紙
「ほっかいどう」

参
加
方
法　

３
月
６
日（
金
）ま
で
に

申
込
み
先
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
合
せ
先　

夕
張
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 

☎
56
―
6
0
0
4

Ｆ
Ａ
Ｘ　

56
―
6
0
0
5

　

第
２
回
目
の
特
集
で
は
、北
海
道
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、愛
称「
あ
い
に
き

た
」が
教
え
て
く
れ
る
犬
猫
た
ち
と
の

幸
せ
な
暮
ら
し
方
に
迫
り
ま
す
。
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令
和
７
年
の

　
　
　

救
急
出
動
に
つ
い
て

川
の
増
水
に

　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

令
和
７
年
中
の
夕
張
市
に
お
け
る

救
急
出
動
件
数
は
４
８
３
件（
対
前
年

比
１
件
増
）、搬
送
人
員
は
４
１
９
人

（
対
前
年
比
15
人
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

救
急
搬
送
人
員
で
、最
も
多
か
っ
た

事
故
種
別
は
急
病
２
５
４
人（
60
・６

％
）、次
い
で一
般
負
傷
86
人（
20・５
％
）

で
し
た
。

　

傷
病
程
度
別（
※
１
）で
み
る
と
、軽

症
１
４
６
人（
34・８
％
）、中
等
症
１
７

０
人（
40
・６
％
）、重
症
93
人（
22
・２

％
）、死
亡
10
人（
２・４
％
）と
な
っ
て
お

り
、前
年
と
比
較
す
る
と
軽
症
、重
症

が
増
加
し
、中
等
症
と
死
亡
が
減
少
し

ま
し
た
。救
急
出
動
件
数
の
約
半
数
は

市
外
へ
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
で
救
急
車
を
要
請
す

る
か
判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
、消
防
署

に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
救
急
車
の
適
正
利
用
に

つ
い
て
、市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

市
内
を
流
れ
る
夕
張
川
に
は
北
海

道
企
業
局
が
管
理
す
る
水
力
発
電
所

と
沼
の
沢
取
水
堰
が
あ
り
ま
す
。

　

水
力
発
電
所
で
は
、発
電
を
行
う
た

め
に
川
へ
水
を
流
し
、沼
の
沢
取
水
堰
で

は
、雪
解
け
水
や
大
雨
で
降
っ
た
水
を
、

水
門
な
ど
を
開
け
て
川
に
流
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、川
の
水
が
増
え
て
危
険

で
す
の
で
、川
遊
び
や
魚
釣
り
な
ど
で

川
原
や
川
の
中
に
は
入
ら
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、発
電
所
な
ど
か
ら
水
を
流
す

と
き
は
、サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
企
業
局
夕
張
川

発
電
管
理
事
務
所 
☎
57
―
2
5
4
2

◆
令
和
８
年
度（
第
１
回
）北
海
道
警

察
官
採
用
試
験
受
験
者
募
集

採
用
予
定
人
数

・
男
性　

Ａ
区
分　

１
４
０
名
程
度

　
　
　
　

Ｂ
区
分　

40
名
程
度

・
女
性　

Ａ
区
分　

50
名
程
度

　
　
　
　

Ｂ
区
分　

20
名
程
度

受
験
資
格

・
Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学（
短
期
大
学
を
除
く
）な
ど
を
卒

業
し
た
方（
令
和
９
年
３
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
） 

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
ま
た

は
令
和
９
年
３
月
末
日
ま
で
の
取

得
見
込
み
の
方
を
含
む

・
Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
方（
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
在
学
中

の
方
を
除
く
）

年　

齢　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
21
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

令
和
８
年
３
月
１
日（
日
）

〜
令
和
８
年
４
月
10
日（
金
）午
後
５
時

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

①
道
民
と
と
も
に 

道
民
の
た
め
に

　

警
察
官
の
仕
事
は
、交
番
勤
務
や
犯

罪
捜
査
、防
犯
活
動
、交
通
指
導
取

締
、災
害
救
助
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま

す
。仲
間
と
共
に
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
！

　

北
海
道
警
察
は
仕
事
の
や
り
が
い

と
私
生
活
を
大
切
に
し
ま
す
。 

休
暇

や
給
料
、育
児
や
介
護
と
の
両
立
な

ど
、私
生
活
も
充
実
さ
せ
た
い
方
に
と

って
魅
力
あ
ふ
れ
る
組
織
で
す
。

③
ま
ず
は
知
ろ
う

　

ま
ず
は
北
海
道
警
察
の
開
催
す
る

各
種
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

北
海
道
警
察
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。説
明
会
の
案
内
は
、北
海

道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
採
用
セ
ン
タ
ー

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

出動件数
搬送人員

死 　亡
重 　症
中 等 症
軽 　症

傷
病
程
度

備
　
　
考

・令和６年の出動件数は482件
※１　傷病程度
 死　亡：初診時において、死亡が確認されたもの。
 重　症：傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。
 中等症：傷病の程度が重症または軽症以外のもの。
 軽　症：傷病の程度が入院加療を必要としないもの。

483 299 94 60 17 13 239

419 254 86 60 11 8 239

10 10 0 0 0 0 0

93 45 25 18 3 2 73

170 102 28 36 4 0 110

146 97 33 6 4 6 56

区　　　分 急
　
　
病

一
般
負
傷

転
院
搬
送

交
通
事
故

そ 

の 

他

計

市 

外 

搬 

送

救急事故種別

問
合
せ
先　

市
消
防
署
警
防
課
救
急

係 

☎
53
―
4
1
2
2

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」Episode 92

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市地域振興係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

▼この写真は下記でもご覧いただけます。

「滝の上小学校卒業式」　小林尚文さん所蔵、1997年
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人　口 5,735人(－31人)
　男 2,718人(－16人)
　女 3,017人(－15人)

世帯数 3,526世帯(－18世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
4
月
号
は
、

3
月
30
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和８年２月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市 X（旧Twitter）

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

市長コラム

有村宏紀教育長が
就任されました

　

小
林
広
明
前
教
育
長
が
２
期
６
年
の
任
期
満
了
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
、
12
月
26
日
付
で
有
村
宏
紀
教
育
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
前
教
育
長
に
は
就
任
以
来
、
「
ゆ
う
ば
り
っ
こ
、
学
び
育
成

プ
ラ
ン
」
の
実
践
や
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
な
ど
を
通
じ
、
着
実
に

成
果
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

有
村
教
育
長
に
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り
、
様
々
な
お
考
え
を
伺
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
端
を
今
回
の
市
長
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
ま
す
。

教
育
資
源
あ
ふ
れ
る
夕
張

　

何
と
い
っ
て
も
歴
史
あ
る
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
存
在
で
す
。
日
本
の

近
代
化
を
支
え
た
“
黒
ダ
イ
ヤ
”
の
宝
庫
と
し
て
発
展
し
て
き
た
歩

み
、
そ
し
て
今
な
お
残
る
産
業
遺
跡
は
、
夕
張
の
大
き
な
財
産
で

す
。

　

ま
た
、
四
季
の
移
ろ
い
が
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
自
然
環
境

や
、
自
然
を
生
か
し
た
ス
キ
ー
場
、
気
候
を
生
か
し
て
栽
培
さ
れ
続

け
て
い
る
全
国
区
の
「
夕
張
メ
ロ
ン
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
、
そ
の
一

つ
で
す
。

　

さ
ら
に
夕
張
は
、
空
知
で
唯
一
10
万
人
を
超
え
る
賑
わ
い
を
誇
っ
た

街
で
す
。
そ
の
賑
わ
い
を
支
え
た
人
々
の
結
び
つ
き
や
絆
の
強
さ
、

人
々
の
ぬ
く
も
り
や
温
か
さ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
も
ま
た
、
大

切
な
教
育
資
源
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
資
す
る
夕
張
の
地
域
資
源

　

教
育
施
策
の
一
つ
に
「
小
中
高
一
貫
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

が
あ
り
ま
す
。
「
夕
張
を
学
び
」
「
夕
張
で
学
び
」
「
夕
張
か
ら
学

ぶ
」
と
い
う
“
ふ
る
さ
と
学
習
”
を
通
し
て
、
地
域
課
題
を
自
分
事

と
し
て
と
ら
え
、
自
ら
の
人
生
を
舵
取
り
す
る
力
を
育
も
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

小
学
校
で
は
地
域
に
「
触
れ
る
・
浸
る
」
、
中
学
校
で
は
地
域
課

題
を
見
つ
め
、
他
地
域
と
の
比
較
を
通
し
て
「
何
が
で
き
る
か
」
を

考
え
る
、
そ
し
て
、
高
校
で
は
主
体
的
に
探
究
し
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
意
識
し
な
が
ら
地
域
に
働
き
か
け
、
自
己
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
夕
張
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
学
び
を
通
じ
、
夕
張
に

心
を
寄
せ
、
夕
張
を
心
の
よ
り
所
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
み
、
将

来
、
地
域
や
社
会
を
支
え
る
担
い
手
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
夕
張
で
連
綿
と
続
い
て
き
た
人
の
営
み
を
学
ぶ

こ
と
が
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
ま
ん
な
か
の
教
育

　

ふ
る
さ
と
夕
張
を
愛
す
る
人
を
育
て
た
い
。
夕
張
で
生
ま
れ
育
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
子
ど
も
ま
ん
な
か
の
「
子
ど
も
が
主
語
」
の
教
育
を
展
開

し
、
「
自
ら
学
ぶ
力
」
「
協
働
す
る
力
」
「
挑
み
続
け
る
力
」
を
育

み
な
が
ら
、
「
教
育
の
ま
ち
、
夕
張
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
が
、
有
村
教
育
長
か
ら
お
聞
き
し
た
内
容
で
す
。

　

具
体
的
な
取
組
み
は
「
令
和
８
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
」
に
盛

り
込
ま
れ
ま
す
。
本
市
教
育
行
政
に
対
し
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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